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校
跡
地
な
ど
の
環
境
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
企
業
の

誘
致
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◎
観
光
・
物
産
振
興

　
本
年
か
ら
、「
仙
台
・
宮
城
伊
達

な
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
夏
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
登
米
市

観
光
商
品
開
発
実
証
事
業
」
に
よ

り
、
新
た
な
夏
の
観
光
資
源
の
掘

り
起
こ
し
と
商
品
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
民
生
活
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

　
　
　
充
実
や
快
適
な
生
活
環
境

し
ま
す
。
よ
ね
や
ま
病
院
に
つ
い

て
は
診
療
所
と
し
て
、
内
科
や
人

工
透
析
治
療
な
ど
を
中
心
と
し
た

地
域
の
一
次
医
療
機
関
と
し
て
の

運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く

対
策
に
加
え
「
登
米
市
立
病
院
の

経
営
形
態
の
あ
り
方
懇
話
会
」
報

告
書
に
盛
込
ま
れ
た
対
策
に
つ
い

て
も
、
早
急
に
改
善
す
べ
き
事
項

と
し
て
「
経
営
改
善
実
施
計
画
」

を
策
定
し
、
経
営
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

◎
安
全
・
安
心
の
確
保
　

　
現
在
市
内
に
３
０
０
結
成
さ
れ
、

有
事
の
際
「
共
助
｣
の
中
核
と
な

る
自
主
防
災
組
織
が
災
害
時
に
充

分
機
能
で
き
る
よ
う
、
質
的
向
上

に
向
け
た
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、
防

災
訓
練
指
導
な
ど
の
支
援
を
充
実

す
る
と
と
も
に
、
組
織
間
の
連
携

強
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
に
つ
い

て
は
、
各
関
係
機
関
と
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
各
指
導
隊
に
よ
る

地
域
の
実
情
に
即
し
た
き
め
細
か

な
指
導
や
犯
罪
抑
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◎
生
活
全
般
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

　
福
祉
施
策
を
は
じ
め
疾
病
予
防
、

検
診
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
、
市
民
生
活
に

密
着
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
は
、

と
社
会
資
本
の
整

備
を
市
民
の
視
点

で
進
め
、「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

◎
医
療
の
確
保
　

　
各
医
療
機
関
の

機
能
の
明
確
化
と

連
携
の
強
化
を
図

る
た
め
、
佐
沼
病

院
に
つ
い
て
は

「
登
米
市
民
病
院
」

と
名
称
を
変
更
し
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

病
棟
を
新
設
し
た

新
た
な
体
制
で
の

病
院
運
営
を
目
指

お
た
ふ
く
か
ぜ
、

水
痘
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
本
市
の
独

自
事
業
と
し
て
３

０
０
０
円
の
助
成

を
引
き
続
き
実
施

し
、
ヒ
ブ
、
小
児

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
国
と
本

市
が
２
分
の
１
ず

つ
負
担
し
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、

中
学
1
年
生
か
ら

高
校
１
年
生
ま
で

は
国
と
本
市
が
２

分
の
１
ず
つ
負
担

し
、
更
に
、
市
独

自
事
業
と
し
て
助
成
対
象
を
高
校

２
年
生
、
３
年
生
ま
で
拡
大
し
て
、

費
用
の
全
額
を
助
成
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
に

基
づ
き
、「
子
ど
も
と
子
育
て
家

族
を
み
ん
な
で
支
え
る
ま
ち
」「
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
・

登
米
」
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

◎
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
総
合
支
所
出
張
所
の
廃
止
に
伴

う
代
替
措
置
と
し
て
、
出
張
所
が

廃
止
さ
れ
る
地
域
の
郵
便
局
で
各

種
証
明
書
の
交
付
が
で
き
る
よ
う

事
務
の
委
託
を
行
い
、
市
民
の
利

便
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
長沼工業団地への立地により産業振興へ大きな期待「豊田　工」

災害時における「共助」の中核となる「自主防災組織活動」

　
ま
た
、
就
業
形
態
や
生
活
ス
タ

イ
ル
の
多
様
化
に
対
応
し
、
身
近

な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
端

末
機
で
も
「
住
民
票
の
写
し
」
と

「
印
鑑
登
録
証
明
書
」が
取
得
で
き

る
よ
う
、
平
成
　
年
度
内
に
シ
ス

２３

テ
ム
の
導
入
を
図
り
、
利
便
性
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
生
活
環
境
の
整
備

　
生
活
環
境
の
整
備
や
、
都
市
機

能
を
維
持
す
る
た
め
、
各
種
の
整

備
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
長
沼
工
業
団
地
自
動
車
関
連
産

業
の
稼
働
に
合
わ
せ
、
県
道
お
よ

び
市
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
な
ど

の
道
路
整
備
や
「
耐
震
診
断
・
耐

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
地
域
づ
く
り
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震
改
修
事
業
」、「
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
除
去
事
業
」
な
ど
の
住
宅

事
業
の
実
施
、
公
共
施
設
の
修

繕
・
改
修
計
画
に
基
づ
い
た
年
次

計
画
に
よ
る
公
共
施
設
の
維
持
修

繕
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　　
　
　
口
減
少
問
題
や
税
収
の
落

　
　
　
ち
込
み
な
ど
、
市
を
取
り

巻
く
現
状
は
厳
し
さ
を
増
し
、
自

治
体
に
は
「
経
済
的
依
存
か
ら
の

自
立
」
や
「
補
完
性
の
原
理
に
基

づ
い
た
地
域
の
自
立
」
へ
の
取
り

組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

に
基
づ
き
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

が
主
体
と
な
り
、
そ
の
力
を
存
分

に
発
揮
で
き
る
ス
テ
ー
ジ
づ
く
り

の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と

な
る
「（
仮
称
）
登
米
市
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
」
の
制
定
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
基
本
条
例
の
制
定
に
向

け
て
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
進

め
、
地
域
の
あ
り
方
や
将
来
の
姿

を
描
き
出
す
「
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
の
策
定
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
施
行

を
目
指
し
「
だ
れ
も
が
活
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
登
米
市
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
」
の
制
定
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

◎
教
育
　

　
教
育
の
営
み
は
市
民
一
人
一
人

の
自
立
へ
の
支
援
で
あ
る
と
と
ら

え
、「
学
力
の
向
上
」、「
公
民
館
の

自
主
管
理
・
自
主
運
営
」、「
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
拡

充
」
の
３
つ
を
柱
に
、
具
体
的
な

数
値
目
標
を
設
け
、
そ
の
結
果
を

開
示
し
な
が
ら
教
育
行
政
の
進
展

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
で
は
平
成
　
年
２３

度
、
中
学
校
で
は
　
年
度
か
ら
新

２４

し
い
学
習
指
導
要
領
が
実
施
と
な

る
た
め
、
新
た
な
教
育
課
程
を
編

制
し
、
教
職
員
の
指
導
力
向
上
の

た
め
、
校
内
研
修
な
ど
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
行
政
経
営
に
お

　
け
る
自
立
の
取

　
り
組
み

　
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
未
収
金
の

徴
収
率
の
向
上
と

縮
減
は
、
市
民
負

担
の
公
平
性
の
確

保
と
市
財
政
の
健

全
化
の
観
点
か
ら

極
め
て
重
要
な
課

題
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
本

年
４
月
か
ら
公
金

の
未
収
金
の
縮
減

と
効
率
的
な
徴
収

体
制
の
確
立
を
図

る
た
め
、
保
育
料
、
住
宅
使
用
料
、

学
校
給
食
費
、
幼
稚
園
授
業
料
の

４
つ
の
公
金
の
滞
納
繰
越
分
に
係

る
徴
収
業
務
を
市
税
な
ど
と
と
も

に
一
元
管
理
し
、
市
民
負
担
の
公

平
性
の
確
保
と
市
財
政
の
健
全
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　　
　

　
　
　
た
し
た
ち
が
住
む
登
米
市

　
　
　
に
は
、
北
上
川
と
迫
川
が

潤
す
「
登
米
耕
土
」
や
豊
富
な

「
森
林
資
源
」、
そ
し
て
先
人
が
築

き
上
げ
た
「
歴
史
・
伝
統
・
文
化
」

が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

人

市民の意見を集約した条例の素案を提出「男女共同参画」

豊かな子育環境をサポートします「赤ちゃんサロン」

　
豊
か
な
自
然
環
境
や
豊
饒
の
大

地
に
息
づ
く
市
民
の
英
知
に
、
わ

た
し
は
、
高
い
可
能
性
を
確
信
し

て
い
ま
す
。

　
市
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
は
日
々
変
化
し
て
お
り
、
時
代

の
大
き
な
う
ね
り
と
転
換
期
の
中

に
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
市
政
運
営
に
当
た
っ

て
は
、
こ
う
し
た
変
化
に
対
応
し
、

「
登
米
市
」
が
持
続
的
な
発
展
を
遂

げ
て
い
く
た
め
、
恵
ま
れ
た
資
源

を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

し
っ
か
り
と
し
た
基
盤
の
構
築
に

全
力
を
挙
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

わ

　
自
立
へ
の
取
り
組
み

　
市
民
・
地
域
・

行
政
そ
れ
ぞ
れ
が

「
自
立
」
し「
自
助
」

「
共
助
」「
公
助
」

の
円
滑
な
連
携
を

進
め
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
乗
り
越

え
る
地
域
力
を
蓄

え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
協
働
の

　
ま
ち
づ
く
り
　

　「
地
域
の
こ
と

は
、
地
域
で
話
し

合

い
、
責

任

を

持
っ
て
実
践
す

る
」
と
い
う
地
域

内
分
権
の
考
え
方

　
変
化
に
対
応
し

　
持
続
的
な
発
展
を
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